
最高裁判所事務総局家庭局    御中 

家庭裁判所・高等裁判所 裁判官 殿 

（図書室・書架担当） 

 令和７年７月吉日 

 性同一性障害特例法を守る会 

代表 美山みどり 

 

拝啓、貴裁判所・裁判官におかれては、日々忙しくされていると存じます。 

 

私たち性同一性障害特例法を守る会は、いわゆるLGBT理解増進法が成立した直後の令和5

年7月10日、同封の趣意書に基づいて作られた性同一性障害の当事者の団体です。当会

は、note【https://gid-tokurei.jp/】にあるとおりの様々な活動をしてきました。 

この3月「トランスジェンダー神話 幻想と真実」と題した書籍を出版いたしましたの

で、審理のご参考としていただきたく送付いたしますので、どうぞご査収ください。 

 

性同一性障害と戸籍性別の変更について、家裁・高裁においてご判断を仰ぐ立場から、

裁判官の皆さまのご精励に感謝しております。代表の美山自身、2020年に特例法に基づい

て、男性から女性へと戸籍性別を変更いたしました。「戸籍性別を変える」審判を通じ

て、自らの越し方を省み、粛然と身の引き締まる思いで「新しい性別の私」を迎えたこと

を昨日のように思い出します。まことにありがとうございました。 

 

さて、令和5年10月の特例法生殖腺除去要件への違憲判断とそれを受けた令和6年7月の広

島高裁での外観要件として性別適合手術を必ずしも要さないとした差戻審決定などあり、

裁判官の皆さまも戸惑われ、錯綜する情報の中で判断するご苦労にも多大なものがあると

拝察しております。 

また、これに関連して、令和5年7月には最高裁経産省トイレ判決があり、世界的にはイ

ギリスの大きな方針変更、今年初めの米トランプ政権による「本日から米政府の公式方針

として、性別は男性と女性の2つのみ」とする大統領令の発布など、いわゆる「トランス

ジェンダー」と「性同一性障害」をめぐる状況の大きな変化もありました。 

 

私たちが抱える性同一性障害という問題には、さまざまな側面があります。それは医学

の進歩とそれが引き起こす社会との軋轢もあれば、当事者の間での状況と個々のニーズの

差異など、単純な「人権」や理想に還元しきれない錯綜した問題が存在しています。ここ

で一部の活動家・当事者がイデオロギー的に単純化して押し切ろうとした弊害が欧米でも

露わとなり、事態の正常化に向けての動きが活発化しています。 

 

私たちはイデオロギーではありません。具体的な「生」を生きる生活者なのです。 

 



しかし、このような実態についての客観的な情報は、国内では事実上皆無というべきな

のです。特例法に拠って戸籍性別を変更した15,000人ほどの人々が、現在どのように戸籍

変更を捉えているかなどの追跡調査さえ存在していないのです。中には性別変更を後悔し

ている人もいるでしょう、手術後に自殺した方の話も当事者としてよく耳にもするので

す。 

実は当事者のナマの声による情報はきわめて限られているのです。人権団体は自らの政

治目的のために、実態を離れた綺麗ごとを並べています。しかしそれを「私たちを政治目

的で勝手に利用しようしている」と反発する当事者の声も頻繁に耳にするのです。 

私たちの実態についての客観的な調査を私たちは望みます。 

 

私たちがどう生きているのか、その医療と新しい性別への適応はどのようなものか、具

体的な情報とニーズを多くの人に知って頂きたいのです。そして、当事者のナマの声を、

現実の審判に当たる裁判官の皆さまにとくにお届けしたいのです。 

 

その一助として、ぜひ私たちの声が詰まったこの書籍をお納めください。そして戸籍性

別変更の審判の判断のご参考にご活用ください。当事者からの心からのお願いです。 

 

暑さ厳しき折柄、皆様のご自愛をお願い申し上げます。 

敬 具 


